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ごあいさつ 
 
 TFU 実学臨床研究セミナーは、昨年 9 月の第 1 回セミナー以来、対人サービスの専門

資格教育等を修了して実践現場で活躍する皆さんを対象に、それぞれの実践の質を継続し

て高め、問題解決力を身につけるための学びの機会を提供する取組みとして毎月開催して

参りました。今回、本年度最後の 3 月セミナーで第 7 回を迎えます。お陰さまで、毎月の

研究セミナーの参加登録者は 200 名を越え、またこの企画全体のフォロアーにご登録頂

いている方々は約 380 人に及んでいます。講演者の皆さまには毎回密度濃いご講演を頂

き、質疑応答・意見交換では示唆に富む多くのご指摘を頂きました。このため参加者の皆

さまの満足度も高い状況が続いています。 
 
 このように順調にスタートした本研究セミナーを、実行委員会委員長としてこれまでリ

ードして頂いた阿部一彦教授が今月末で東北福祉大学を定年退職をお迎えになります。

1998 年から 24 年の長きにわたり東北福祉大学の教育・研究・運営に貢献された阿部先生

ですので、「最終講義」を拝聴したいという声が学内でも高まりました。このような状況

を踏まえて、東北福祉大学社会福祉学科教員有志の皆さまとご相談の結果、セミナー実行

委員会と教員有志がご一緒に共催して、阿部教授の「最終講義」を開催することといたし

ました。 
 
 最終講義のテーマは、先生が長年取り組んで来られた「障害のある人の社会参加と地域

生活」です。先生は、仙台市内の障害者団体による第 1 回全国障害者スポーツ大会開催、

身体障害者の二次障害防止の検診システム確立、障害者差別解消条例策定などで支援者・

行政などを巻き込んだ活動で実績をおさめられ、現在、社会福祉法人 仙台市障害者福祉

協会会長としてもご活躍されています。また全国の障害者団体でも、社会福祉法人 日本

身体障害者団体連合会会長、日本障害フォーラム（JDF）代表などの要職を務められ、障

害者権利条約や、2020 東京オリンピック・パラリンピックを契機として「私たちのこと

を私たち抜きに決めないで」というスローガンに基づく、各種法改正等に大きな役割を果

たされました。 
 同時に、中央での取組をいかにして地域での実践につなげるかについても心を砕いて来

られました。このような取組みからは、ソーシャルワークのメゾ・マクロ実践との深い関

わりがあり、先生の取組みから多くのことを学ばせて頂ければと考えております。 
  
 このセミナーでは、長年にわたる阿部一彦教授の学内外のご功績に敬意を表するととも

に、TFU 実学臨床研究セミナーの立ち上げと発展にご尽力頂いたことを含めて、大学全

体の教育・研究・運営の改革や発展にご貢献頂いたことに感謝しながら、阿部教授の最終

講義を拝聴したいと思います。 
 先生は、これからも仙台を拠点にご講演テーマに関連したご活動を継続なさると伺って

おります。先生からは引き続きのご指導と、本セミナーへのご協力・ご関与をお願いする

と共に、今後ますますのご健勝とご発展をお祈り申し上げます。 
 阿部先生、長年にわたりたいへんありがとうございました。 
 

２０２２年３月３日 
 

TFU 実学臨床研究セミナー実行委員会 
実行委員  大 島   巌   

（東北福祉大学副学長・教授） 
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阿部一彦学科⾧ 最終講義に寄せて 
 

阿部一彦学科長が今年度（2021年度）3月31日をもって定年退職されることとなり、社

会福祉学科として有志を募り、TFU実学臨床研究セミナー実行委員会との共催で、最終講

義の準備を行ってまいりました。阿部先生は、ご経歴にあるように、平成10年4月に東北

大学から本学の社会福祉学部に着任され、感性福祉研究所での研究や、学内では「生命の

科学と倫理」「生理学」「障害者福祉論」「実学臨床教育」などの講義を担当されるとと

もに、実学臨床教育の責任者としてその運営にかかわってこられました。また、令和2年4
月から令和4年3月まで、総合福祉学部社会福祉学科長（令和3年度は総合福祉学部長を兼

務）を務められ、私たちのリーダーとして社会福祉学科の運営に尽力されました。 
 

阿部先生はそのような学内での様々な業務のほかに、日本身体障害者団体連合会の会長

をはじめ、多くの障害者関係団体・組織の要職を担われるとともに、政府や仙台市などの

行政施策にかかわる委員等に就かれ、今日の障害福祉施策、障害者の社会参加の推進を牽

引されて来られました。そして、それらの功績は多くの組織・団体から顕彰されておられ

ます。まさに、本学の看板教授として長きに渡り、貢献されました。 
 

そのような阿部先生を私たちはとても身近なところで日々接することができ、先生から

多くの薫陶を受けることができました。先生は、私たちにいつも気さくに声をかけられ、

大学や社会福祉学科を取り巻く諸課題について、常に「一緒に考えていく」という、私た

ちと同じ目線で向き合っておられました。このことは、あらゆる場面で「対話」を大切に

され、多くの人びとを取り込み、多様な意見や考えを包摂しながら新しいものを創出され

ようとしている先生の姿勢そのものであるように感じていました。おそらくその姿勢は、

先生が障害者福祉の幅広い活動にかかわりながら、それらを通して大切にされてこられた

ものであると感じると同時に、阿部先生自身が多くの人びとを包摂し、かかわる人が阿部

先生の人柄や魅力に感じ入るということがあったのではないかと思います。 

 

 この度は、阿部先生の最終講義ということで、先生の魅力を感じ、これまでの先生のご

経験をうかがう貴重な機会を得ることができました。ここに、この場だけでなく、これま

での先生の本学でのご貢献に感謝の気持ちを述べさせていただきますとともに、皆さんと

一緒に、多くのことを先生から学ばせていただきたく思います。そして、何よりも先生の

これからのますますのご健勝をお祈りし、「阿部先生の最終講義」に寄せての言葉とさせ

ていただきます。 
 

2022年3月3日 
 

社会福祉学科       
阿部先生の最終講義の有志 

世話人代表  田中 尚 
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次 第 

令和 4 年 3 月 3 日 
Zoom によるオンライン開催 

 

 

17:30  開 場 ※学内教職員に限り対面による開催（場所：マルチメディア教室１） 

17:45  Zoom 入室 

 
18:00  開   式 

開会挨拶   総合司会：田中 尚（社会福祉学科 教授） 
人と業績  菅原 里江（社会福祉学科 准教授） 

 
 
18:15  阿部 一彦 教授 講演（最終講義） 

「障害のある人の社会参加と地域生活」 

〇講演趣旨 
仙台市内の障害者団体による第 1 回全国障害者スポーツ大会開催、身体障害者の二次障

害防止の検診システム確立、東日本大震災前後の取組、障害者差別解消条例策定、地下鉄

東西線整備などで支援者・行政などを巻き込んだ活動を紹介します。 

さらに障害者権利条約や 2020 東京オリンピックパラリンピックを契機として「私たちの

ことを私たち抜きに決めないで」というスローガンをもとに各種法改正など中央障害者団

体が果たしてきた役割について検討するとともに、中央の取組をいかにして地域での実践

につなげるかについて考えます。 

 
 

19:25   最終講義セレモニー  

代表謝辞 三浦 剛（社会福祉学科 教授） 

花束・記念品贈呈など 

 
 

19:55    閉会挨拶 TFU 実学臨床研究セミナー実行委員 大島 巌（副学長） 

 

20:00    閉    式 

4/40



阿部一彦教授 略歴・社会的活動など 
 

教育歴 

昭和 26 年 宮城県岩出山町（現、大崎市）に生まれる 

生後 6 か月、ポリオにり患、左下肢機能障害 

古川小学校（一時期、秋保小学校拓桃園分校）、古川中学校、古川高等学校を経て 

昭和 53 年 3月 東北大学歯学部卒業 

昭和 57 年 3月 東北大学大学院歯学研究科博士課程修了 

  歯学博士の学位授与（東北大学・歯博第１４号） 

平成 20 年 3月 日本社会事業大学大学院後期博士課程退学 

 

昭和 53 年 6月 歯科医師免許（登録番号第７３５８１号） 

昭和 57 年 3月 歯学博士の学位授与（東北大学・歯博第１４号） 

 

職 歴 

昭和 57 年 4月 日本学術振興会奨励研究員   

昭和 57 年 9月 東北大学歯学部助手   

昭和 58 年 7月 米国国立衛生研究所客員研究員 

（National Institutes of Health, Visiting Fellow）  

昭和 60 年 8月 東北大学歯学部講師      

昭和 61 年 1月 東北大学歯学部助教授    

平成 10 年 4月 東北福祉大学社会福祉学部助教授   

平成 13 年 4月 東北福祉大学総合福祉学部教授   

 

現在の社会的活動 

社会福祉法人 日本身体障害者団体連合会会長 

中央障害者社会参加推進センター会長 

社会福祉法人 仙台市障害者福祉協会会長 

日本障害フォーラム（JDF）代表 

一般社団法人 ヘルスケアネットワーキングの会理事 

社会福祉法人 全国社会福祉協議会障害関係団体連絡協議会会長 

社会福祉法人 全国社会福祉協議会評議員 

社会福祉法人 仙台市社会福祉協議会理事 

全国ポリオ会連絡会運営委員 

仙台ポリオの会会長 

社会福祉法人 日本パラスポーツ協会（旧・日本障害者スポーツ協会）評議員 

東北身体障害者水泳連盟会長 

社会福祉法人 日本障害者リハビリテーション協会理事 

「新ノーマライゼーション」編集委員会委員 
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社会福祉法人 共生福祉会評議員 

社会福祉法人 仙台市肢体不自由児者父母の会評議員 

公益財団法人 交通エコロジー・モビリティ財団評議員 

公益財団法人 テクノエイド協会評議員 

一般財団法人 保健福祉広報協会評議員 

独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構評議員 

共生社会等に関する基本理念等普及啓発事業実行委員会委員 

JIS S 0024 高齢者・障害者配慮設計指針－住宅設備機器」改正委員会委員 

 

仙台市障害者自立支援協議会委員 

仙台市ひとにやさしいまちづくり推進協議会会長 

仙台市防災会議委員  

宮城県リハビリテーション協議会委員 

内閣府   障害者政策委員会委員 

内閣府   防災推進国民会議議員 

厚生労働省 社会保障審議会障害者部会委員 

厚生労働省 障害者雇用・福祉施策の連携強化に関する検討会構成員 

国土交通省 移動等円滑化評価会議委員 

国土交通省 移動等円滑化評価会議東北分科会委員 

文部科学省 学校施設の在り方に関する調査研究協力者会議・特別支援教育の在り方を踏まえた 

学校施設部会委員 

【文部科学省委託】「学校施設のバリアフリー化の加速に向けた取組事例集作成等に関する調査研究」 

委員 

国立国会図書館 図書館におけるアクセシブルな電子書籍サービスに関する検討会委員 

 

 

以前の社会的活動 

仙台市障害者スポーツ協会理事長 

仙台市障害者スポーツ協会会長 

第 1回全国障害者スポーツ大会 大会役員参与 

第 1回全国障害者スポーツ大会実行委員会各種委員等 

日本身体障害者水泳連盟理事 

財団法人 宮城県体育協会理事 

仙台市スポーツ振興事業団評議員 

仙台市体育協会常任理事・副理事長 

財団法人 仙台市スポーツ振興事業団評議員 

社会福祉法人 宮城県身体障害者福祉協会理事 

社会福祉法人 共生福祉会理事 

財団法人 仙台市健康福祉事業団理事 
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仙台市障害者施策推進協議会会長 

仙台市社会福祉審議会委員長 

仙台市更生相談所連絡協議会会長 

仙台市障害者職業能力開発推進会議委員長 

仙台市総合計画審議会委員 

仙台市福祉整備審議会委員 

仙台市介護保険審議会委員 

仙台市スポーツ振興審議会委員 

仙台家庭裁判所家庭裁判所委員会委員 

宮城県障害者介護給付等不服審査会会長 

宮城県福祉有償運送運営協議会委員 

宮城県特別支援学校相談員（盲聾養護学校相談員も含む） 

仙台市障害者雇用貢献事業者選定委員会委員長 

 

厚生労働省 労働政策審議会障害者雇用分科会委員 

厚生労働省・文部科学省 視覚障害者等の読書環境の整備の推進に係る関係者協議会 

内閣府  令和元年台風第 19 号等を踏まえた高齢者等の避難に関するサブワーキンググループ 

構成員 

介護ロボットの開発・実証・普及のプラットフォーム構築事業 リビングラボネットワーク定例会議 

構成員 

内閣官房  ユニバーサルデザイン 2020 評価会議構成員 

内閣官房  ユニバーサルデザイン 2020 関係府省庁等連絡会議街づくり分科会構成員 

内閣官房  ユニバーサルデザイン 2020 関係府省庁等連絡会議心のバリアフリー分科会構成員 

内閣官房  東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会に向けたアクセシビリティ競技会 

建築部会委員 

内閣官房  東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会に向けたアクセシビリティ競技会 

コミュニケーション・サービス部会委員 

国土交通省 全国バリアフリーネットワーク会議構成員 

国土交通省 共生社会におけるトイレの環境整備に関する調査研究検討会構成員 

文部科学省 新しい時代の特別支援教育の在り方に関する有識者会議委員 

【厚生労働省委託】よりそいホットライン効果測定委員会委員 

 

賞 罰  

平成 21 年 2月 14 日 宮城県体育協会会長表彰 体育功労賞 

平成 22 年 7月 5日  仙台市長表彰 永年勤続委員    

平成 23 年 11月 2日 宮城県教育功労者表彰 社会教育    

平成 28 年 11月 8日 宮城県教育文化功労者表彰 

平成 29 年 7月 3日  仙台市市政功労者表彰 社会福祉 

平成 29 年 12 月 5日 厚生労働大臣表彰 福祉事業 

令和元年 10 月 14 日 文部科学大臣表彰 スポーツの普及 

令和 3年 11月 18 日 仙台市特別市政功労者表彰 社会福祉 
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阿部一彦教授 研究論文等の業績リスト 
 

1982 

1）Purification and properties of pyruvate kinase from Streptococcus mutans. 共著 J. Bacteriol. 149: 

299-305 

2）Purification of pyruvate formate-lyase from Streptococcus mutans and its regulatory properties.  

共著 J. Bacteriol. 149: 1034-1040 

3）Involvement of oxygen-sensitive pyruvate formate-lyase in mixed acid fermentation by Streptococcus 

mutans under strictly anaerobic conditions. 共著 J. Bacteriol. 152: 175-182 

1983 

4）Purification and properties of pyruvate kinase from Streptococcus sanguis and activator specificity of 

pyruvate kinase from oral streptococci. 共著 Infect. Immun. 39: 1007-1014 

1985 
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第7回TFU実学臨床研究セミナー（阿部一彦教授最終講義）      資料２ 

「障害のある人の社会参加と地域生活」 実施・運営体制 
 

〇 社会福祉学科教員有志 

【世話人代表】 

田中  尚 （社会福祉学科 教授） ★ 
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相場  恵 （社会福祉学科 講師） 石附  敬 （社会福祉学科 准教授） ★ 

君島  昌志 （社会福祉学科 准教授） 黒田  文 （社会福祉学科 教授） 
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眞嶋  智彦 （社会福祉学科 准教授）   

★TFU実学臨床研究セミナー実行委員を兼ねる 

〇 TFU実学臨床研究セミナー実行委員会 

【委員長】 

阿部  一彦 （社会福祉学科 教授） 

【学外委員】 

中里   仁 （社会福祉法人東北福祉会 せんだんの杜 総合施設長） 

野田   毅 （社会福祉法人東北福祉会 本部事務局 次長／せんだんの館 総合施設長） 

舟越  正博 （社会福祉法人東北福祉会 せんだんの里 総合施設長） 

土井  勝幸 （医療法人社団東北福祉会 せんだんの丘 施設長） 

加藤   誠 （医療法人社団東北福祉会 せんだんの丘 統括部長） 
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佐藤  俊人 （福祉心理学科 准教授） 清水  冬樹 （社会福祉学科 准教授） 
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吉田   孝 （教務部 教務課 課長） 菅野  陽子 （通信教育事務部 課長補佐） 

【事務局】教務部 実学臨床教育推進室 ［佐藤泰伸、山本美貴子、日下沙季］ 

総務部 PR課 ［伊藤隆志、清水智彦、梅津正輝］／ICT支援室 ［小山豪彦、横田順平］ 広報･情報担当 
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